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大
阪
医
科
大
学
附
属
病
院
で
は
、
２
０
１
５
年
に

手
術
室
が
13
室
、
Ｉ
Ｃ
Ｕ
８
床
の
状
況
下
で
手
術
件

数
９
０
７
８
件
、
麻
酔
科
管
理
症
例
６
０
５
２
件
が

施
行
さ
れ
た
。
超
緊
急
手
術
に
対
応
で
き
る
よ
う
に

手
術
室
1
室
を
緊
急
用
と
し
て
運
営
を
し
て
い
た
た

め
、
実
質
１
室
当
た
り
年
間
７
０
０
件
以
上
の
症
例

を
施
行
し
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た
め
、
病
院
収
益

に
お
け
る
手
術
部
門
の
寄
与
率
は
約
25
％
と
、
極
め

て
高
い
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。

　

16
年
３
月
に
、「
各
手
術
室
の
主
用
途
に
応
じ
た

専
門
性
だ
け
で
は
な
く
高
い
汎
用
性
を
両
立
す
る
」

コ
ン
セ
プ
ト
が
盛
り
込
ま
れ
た
「
中
央
手
術
棟
」
が

竣
工
し
た
。
中
央
手
術
棟
は
、
１
階
・
中
央
材
料
室
、

会
議
室
、
２
階
・
集
中
治
療
室
（
16
床
）、
日
帰
り

手
術
室
（
４
室
）、
麻
酔
科
医
局
、
３
階
・
中
央
手

術
室
（
16
室
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
〈
Ｃ
Ｔ
、
ア
ン
ギ
オ
〉

手
術
室
各
１
室
、
バ
イ
オ
ク
リ
ー
ン
手
術
室
２
室
、

陰
圧
室
１
室
を
含
む
）、
４
階
・
胸
部
外
科
病
棟
、

５
階
・
消
化
器
外
科
病
棟
、
６
階
・
機
械
室
か
ら
な

る
。
本
院
の
他
の
病
棟
は
１
〜
７
病
棟
の
ナ
ン
バ
ー

棟
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、「
中
央
手
術
棟
」
に
か
け

る
意
気
込
み
が
お
分
か
り
い
た
だ
け
る
だ
ろ
う
。

　

中
央
手
術
棟
開
院
に
合
わ
せ
て
導
入
し
た
手
術
室

映
像
統
合
管
理
シ
ス
テ
ム
は
、「
手
術
室
映
像
統
合

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
パ
ネ
ル
」、「
手
術
映
像
の
記
録
」、「
術

中
映
像
ラ
イ
ブ
」、「
病
理
映
像
配
信
シ
ス
テ
ム
」
か

ら
成
り
立
つ
が
、
映
像
シ
ス
テ
ム
に
患
者
基
本
情
報

等
を
シ
ー
ム
レ
ス
に
連
携
さ
せ
、
簡
便
で
ス
ム
ー
ズ

に
運
用
し
て
い
る
の
で
報
告
す
る
。

手
術
支
援
部
門
シ
ス
テ
ム
導
入
か
ら 

手
術
室
映
像
統
合
シ
ス
テ
ム
構
築
ま
で

　

13
年
12
月
末
ま
で
は
、
手
術
室
・
Ｉ
Ｃ
Ｕ
の
ほ
ぼ

全
て
の
業
務
を
紙
運
用
し
て
お
り
、
急
激
な
手
術
増

加
（
10
年
の
手
術
件
数
７
７
３
０
件
、
麻
酔
科
管
理

症
例
５
１
１
０
件
か
ら
５
年
間
で
20
％
の
増
加
）
に

対
応
で
き
る
よ
う
に
、
限
ら
れ
た
人
員
で
の
最
適
な

手
術
室
運
営
、
安
全
で
効
率
的
な
手
術
の
遂
行
、
診

療
報
酬
請
求
な
ど
の
業
務
支
援
が
重
要
な
課
題
で
あ

っ
た
。

　

14
年
1
月
に
、
大
学
病
院
と
し
て
は
80
大
学
中
61

番
目
に
電
子
カ
ル
テ
の
運
用
を
開
始
し
た
。

　

こ
の
時
に
手
術
支
援
部
門
シ
ス
テ
ム
（
日
本
光
電

工
業
社
製
、
Ｇ
Ａ
Ｉ
Ａ
）
を
手
術
室
と
Ｉ
Ｃ
Ｕ
に
導

入
し
た
。
そ
こ
で
、
Ｇ
Ａ
Ｉ
Ａ
を
電
子
カ
ル
テ
シ
ス

テ
ム
（
富
士
通
社
製
、EGM

A
IN

-GX

）
と
連
携
さ

せ
て
、
患
者
の
容
態
（
バ
イ
タ
ル
サ
イ
ン
等
）
お
よ

び
投
薬
、
処
置
実
施
項
目
を
発
生
源
入
力
で
き
る
シ

ス
テ
ム
を
構
築
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
患
者
の
容
態
変
化
を
自
動
的
に
ト

レ
ン
ド
グ
ラ
フ
化
し
、
麻
酔
記
録
を
作
成
す
る
こ
と

で
麻
酔
科
医
の
業
務
全
体
の
効
率
ア
ッ
プ
、
日
本
麻

酔
科
学
会
麻
酔
台
帳
に
連
携
、
患
者
情
報
の
安
全
管

理
も
同
時
に
実
現
し
た
。

　

さ
ら
に
、
使
用
薬
剤
の
自
動
計
算
結
果
を
病
院
情

報
シ
ス
テ
ム
（
Ｈ
Ｉ
Ｓ
：H

ospital Inform
ation 

要
旨
：
大
阪
医
科
大
学
附
属
病
院
で
は
、
２
０
１

６
年
3
月
に
「
各
手
術
室
の
主
用
途
に
応
じ
た
専

門
性
だ
け
で
は
な
く
高
い
汎
用
性
を
両
立
す
る
」

コ
ン
セ
プ
ト
が
盛
り
込
ま
れ
た
「
中
央
手
術
棟
」

が
竣
工
し
た
。
中
央
手
術
棟
開
院
に
合
わ
せ
て
導

入
し
た
手
術
室
映
像
統
合
管
理
シ
ス
テ
ム
も
、
手

術
室
の
運
用
と
共
に
専
門
性
と
高
い
汎
用
性
を
求

め
ら
れ
、
映
像
シ
ス
テ
ム
に
、
患
者
基
本
情
報
等

を
シ
ー
ム
レ
ス
に
連
携
さ
せ
る
こ
と
で
、
簡
便
で

ス
ム
ー
ズ
な
運
用
を
行
え
て
い
る
。

今、いちばん新しい手術室─画像情報編

手 術室での 効果 検 証

特 集
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手術室映像統合管理システムの
実現に向けて
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図 1　手術室映像管理システム運用フロー
日本光電社 GAIA、カリーナシステム社 ADMENIC、EIZO 社 CuratOR を連携することで、患者情報・手術情報の
取得と録画操作の一部を自動化した。手術室内での術中の手動操作は EIZO 社 CuratOR のタッチコントロールに集
約することで、人為的ミスを最小限に抑え、安全で簡潔な運用フローとなっている

図 2　手術室映像統合コント
ロ ー ル パ ネ ル (EIZO 社 
CuratOR Control Software)　
各種映像装置の表示モニター
を切り替える機能 （上）、手術
映像の録画機能 （下）
実際の録画エンコーダへの入
力映像は、リアルタイムで中
央右上に表示される。このリ
アルタイム表示画面をタッチ
すると、静止画の撮影も可能
である。「手術映像の録画機
能」を表示中も左半面で「各
種映像装置の表示モニターを
切り替える機能」を引き続き
操作可能であり、双方のシス
テムはシームレスに使用可能
である
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System

、
富
士
通
社
製EGM

A
IN

-GX

）
シ
ス
テ

ム
と
連
携
し
、
請
求
漏
れ
等
が
激
減
し
た
。

　

16
年
３
月
、
新
中
央
手
術
棟
の
開
院
に
際
し
、
Ｇ

Ａ
Ｉ
Ａ
と
連
携
さ
せ
た
手
術
映
像
統
合
シ
ス
テ
ム
の

導
入
を
検
討
し
た
。
そ
の
運
用
（
図
１
）
は
、
Ｈ
Ｉ

Ｓ
で
手
術
申
し
込
み
・
予
約
を
行
い
、
Ｇ
Ａ
Ｉ
Ａ
で

の
患
者
入
室
処
理
を
ト
リ
ガ
ー
に
患
者
基
本
情
報
・

手
術
情
報
が
手
術
映
像
シ
ス
テ
ム（
Ｅ
Ｉ
Ｚ
Ｏ
社
製
、

CuratO
R

）
に
連
携
さ
れ
、
映
像
録
画
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
シ
ス
テ
ム
（
カ
リ
ー
ナ
シ
ス
テ
ム
社
製
、
Ａ
Ｄ
Ｍ

Ｅ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
）
で
録
画
可
能
状
態
に
自
動
移
行
さ
れ
る

と
い
う
も
の
。
そ
の
た
め
、
Ｇ
Ａ
Ｉ
Ａ
で
患
者
入
床

操
作
を
行
っ
て
い
な
け
れ
ば
録
画
記
録
が
開
始
で
き

な
い
。
さ
ら
に
手
術
後
に
は
、
Ｇ
Ａ
Ｉ
Ａ
で
の
退
出

処
理
と
連
動
し
て
自
動
的
に
録
画
が
停
止
さ
れ
る
た

め
、
人
為
的
な
ミ
ス
を
最
小
限
に
抑
え
ら
れ
る
。

　

そ
し
て
、
映
像
装
置
（
エ
コ
ー
、
内
視
鏡
等
）
切

り
替
え
画
面
と
手
術
映
像
録
画
画
面
を
1
画
面
に
集

約
し
た
「
手
術
室
映
像
統
合
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
パ
ネ
ル

（
図
２
）」
を
導
入
し
た
。

手
術
室
映
像
統
合
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
パ
ネ
ル 

お
よ
び
手
術
室
内
の
映
像
運
用

　

従
来
、「
各
種
映
像
装
置
の
表
示
モ
ニ
タ
ー
を
切

り
替
え
る
機
能
」
と
「
手
術
映
像
の
録
画
機
能
」
は
、

そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
手
術
室
内
に
２
つ
の
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
が
設
置
さ
れ
て
い
た
。
新
し
い
手

術
室
映
像
統
合
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
パ
ネ
ル
（
Ｅ
Ｉ
Ｚ
Ｏ

社
）
は
、
映
像
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
パ
ネ
ル
（
同
社
）
に

録
画
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
パ
ネ
ル
（
カ
リ
ー
ナ
シ
ス
テ
ム

社
）
を
連
携
す
る
こ
と
で
、「
各
種
映
像
装
置
の
表

示
モ
ニ
タ
ー
を
切
り
替
え
る
機
能
」
と
「
手
術
映
像

の
録
画
機
能
」
を
、
シ
ー
ム
レ
ス
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

パ
ネ
ル
（
Ｅ
Ｉ
Ｚ
Ｏ
社
製
、CuratO

R Control 
Softw

are

）
１
つ
で
操
作
で
き
る
ユ
ー
ザ
ー
イ
ン

タ
ー
フ
ェ
ー
ス
（
Ｕ
Ｉ
：User Interface

）
で
あ
る
。

　
「
各
種
映
像
装
置
の
表
示
モ
ニ
タ
ー
を
切
り
替
え

る
機
能
」（
図
２
上
）
は
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
パ
ネ
ル

上
側
に
各
種
映
像
装
置
（
エ
コ
ー
、
内
視
鏡
等
）
や

電
子
カ
ル
テ
の
ア
イ
コ
ン
、
右
側
に
分
割
レ
イ
ア
ウ

ト
を
配
置
し
、
中
央
に
配
置
し
た
表
示
モ
ニ
タ
ー
枠

お
よ
び
録
画
エ
ン
コ
ー
ダ
枠
に
“
ド
ラ
ッ
グ
＆
ド

ロ
ッ
プ
”
す
る
こ
と
で
、
目
的
の
レ
イ
ア
ウ
ト
の
映

像
が
表
示
さ
れ
る
。

　
「
手
術
映
像
の
録
画
機
能
」（
図
2
下
）
は
、
Ｇ
Ａ

Ｉ
Ａ
の
患
者
入
室
処
理
と
Ａ
Ｄ
Ｍ
Ｅ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
が
連
動

し
て
、
中
央
部
右
側
に
録
画
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
部
分
が

患
者
情
報
・
手
術
情
報
と
併
せ
て
自
動
表
示
さ
れ
る
。

　

手
術
室
（
20
室
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
主
用
途
に
応

じ
て
構
成
が
異
な
っ
て
い
る
が
、
基
本
的
に
は
天
吊

り
モ
ニ
タ
ー
１
〜
３
面
（
鏡
視
下
手
術
室
と
ロ
ボ
ッ

ト
手
術
室
は
３
Ｄ
対
応
）、
壁
面
大
型
モ
ニ
タ
ー
１

面
、
録
画
エ
ン
コ
ー
ダ
２
台
と
生
体
専
用
自
動
録
画

1
台
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
ど
の
手
術
室
で
も
、
同

様
の
操
作
で
モ
ニ
タ
ー
表
示
、
録
画
映
像
選
択
、
録

画
操
作
が
可
能
で
あ
る
。

　

手
術
室
で
映
像
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
の
は
主
に

臨
床
工
学
士
と
看
護
師
で
あ
る
が
、
本
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
パ
ネ
ル
で
臨
機
応
変
に
映
像
信
号
を
切
り
替
え
、

録
画
操
作
も
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

パ
ネ
ル
の
「
映
像
切
り
替
え
」
と
「
録
画
」
の
統
合

は
、
コ
ス
ト
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
省
ス
ペ
ー
ス
面
の

メ
リ
ッ
ト
の
他
に
運
用
上
で
の
人
為
的
な
ミ
ス
を
防

ぎ
、
安
全
性
と
利
便
性
の
高
い
「
手
術
映
像
統
合
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
パ
ネ
ル
」
で
あ
る
（
図
３
）。
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図 3　手術室映像統合管理システム導入前後の運用の比較
手術室映像統合管理システム導入前は、手術中に使用する映像は各装置、端末毎に独立して個別に表示・
録画の運用がされており、スタッフの負担も大きかった。システム導入後は、表示・録画ともに連動し、
簡単でスムーズな運用となった
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手
術
映
像
の
記
録

　

手
術
映
像
の
記
録
は
、
Ａ
Ｄ
Ｍ
Ｅ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
手
術
動

画
サ
ー
バ
へ
の
保
存
と
同
時
に
、
手
術
室
に
設
置
し

た
映
像
信
号
を
記
録
・
配
信
す
る
た
め
の
エ
ン
コ
ー

ダ
（
映
像
信
号
デ
ー
タ
変
換
装
置
）
か
ら
Ｕ
Ｓ
Ｂ
を

介
し
て
ポ
ー
タ
ブ
ル
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
（
Ｈ
Ｄ
Ｄ
）

に
直
接
保
存
で
き
る
。
た
だ
し
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対

策
と
し
て
、
各
診
療
科
に
赤
色
で
区
別
化
し
た
録
画

専
用
ポ
ー
タ
ブ
ル
Ｈ
Ｄ
Ｄ
の
提
供
と
録
画
認
証
シ
ス

テ
ム
を
導
入
し
た
。

　

手
術
室
中
央
カ
ウ
ン
タ
ー
で
、
各
診
療
科
医
師
が

録
画
専
用
ポ
ー
タ
ブ
ル
Ｈ
Ｄ
Ｄ
を
ウ
イ
ル
ス
チ
ェ
ッ

ク
イ
ン
端
末
で
認
証
す
る
。
認
証
時
に
ウ
イ
ル
ス

チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、
ポ
ー
タ
ブ
ル
Ｈ
Ｄ
Ｄ
内
に
認
証

キ
ー
が
書
き
込
ま
れ
る
。
認
証
キ
ー
が
な
い
ポ
ー
タ

ブ
ル
Ｈ
Ｄ
Ｄ
は
、
手
術
室
の
エ
ン
コ
ー
ダ
に
接
続
し

て
も
利
用
で
き
ず
、
警
告
を
出
す
仕
組
み
に
な
っ
て

い
る
。

　

認
証
キ
ー
は
、
一
度
エ
ン
コ
ー
ダ
に
接
続
す
る
毎

に
消
去
さ
れ
、
ま
た
、
使
用
毎
（
接
続
毎
）
に
再
度

チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
す
る
必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
ウ
イ

ル
ス
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
端
末
に
ポ
ー
タ
ブ
ル
Ｈ
Ｄ
Ｄ
を

接
続
し
た
時
に
、
電
子
カ
ル
テ
時
に
使
用
し
て
い
る

Ｉ
Ｄ
／
パ
ス
ワ
ー
ド
で
利
用
者
情
報
が
管
理
履
歴
に

保
存
さ
れ
る
。
保
存
さ
れ
た
映
像
デ
ー
タ
は
、
暗
号

化
さ
れ
て
お
り
、
専
用
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
（
カ
リ
ー

ナ
シ
ス
テ
ム
社
製
、A

D
M

EN
IC Client

）
以
外
で

は
患
者
情
報
が
可
読
で
き
な
い
。

　

今
回
の
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
録
画
デ
ー
タ
を
手
術

終
了
後
に
サ
ー
バ
か
ら
取
り
出
す
必
要
が
な
く
、
医

師
へ
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
、
か
つ
安
全
性
と
利
便
性

が
両
立
で
き
て
い
る
。

術
中
映
像
ラ
イ
ブ

　

チ
ー
ム
医
療
を
行
う
上
で
重
要
な
情
報
共
有
と
し

て
、
ラ
イ
ブ
映
像
配
信
端
末
の
設
置
を
重
視
し
た
。

大
型
液
晶
モ
ニ
タ
ー
に
複
数
の
映
像
を
表
示
す
る
Ａ

Ｄ
Ｍ
Ｅ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
の
マ
ル
チ
画
面
表
示
機
能
を
利
用

し
、
最
大
20
分
割
で
手
術
室
の
全
景
映
像
、
術
野
映

像
、
生
体
波
形
を
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
室
、
麻
酔
科
医

局
、
手
術
・
Ｉ
Ｃ
Ｕ
の
ス
タ
ッ
フ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
等

を
含
め
て
17
ヵ
所
に
設
置
し
た
。

　
「
全
景
映
像
」、「
通
路
映
像
」
は
常
時
録
画
・
表

今、いちばん新しい手術室─画像情報編

手 術室での 効果 検 証

特 集

P.95

100

70

50

30

0

D
IP
制
作
4
課
　
9
J
 

月
刊
新
医
療
２
０
１
６
年
７
月
号
 

K
ﾐ
ﾅ
ﾐ
　
 

製
版
者
 
訂
正
回
数
 

色
　
数
 

4
 

製
　
版
　
課
 

 溜
田
 
1
 

南
先
生
 

 

1
2
7
2
2
9
6
0
 
0
6
4
1
 

中
嶋

4
 

CS5

D
IP
制
作
4
課
　
9
J
 

月
刊
新
医
療
２
０
１
６
年
７
月
号
 

K
ﾐ
ﾅ
ﾐ
　
 

製
版
者
 
訂
正
回
数
 

色
　
数
 

4
 

製
　
版
　
課
 

 溜
田
 
1
 

南
先
生
 

 

1
2
7
2
2
9
6
0
 
0
6
4
1
 

中
嶋

4
 

CS5

図 4　麻酔科医局
麻酔科医局には、48 インチの大型ディスプレイを 8 面並べ、手術室 20 室の全景・術野カメラ・生体情報モニタ画
面・ICU16 部屋の状況を確認できるようになっており、マウス操作により選択した画面をクリックすると拡大画
面表示にも切り替えができる

図 5　手術進行・手術予定画面
手術進行・手術予定画面は、白色が当日の手術予定で、GAIA で患者の入
室操作をすると青色に変わる。緊急手術が入った場合に赤色となる。緊急
患者も入室すると青色になるため、備考欄に緊急という文字を入れ、区別
している。GAIA で退出操作を行うと表示が消える。麻酔科医局だけでな
く手術室通路の 2 階 2 ヵ所、3 階 3 ヵ所にも設置している
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示
さ
れ
、「
生
体
波
形
」は
Ｇ
Ａ
Ｉ
Ａ
に
お
け
る
入
室
、

退
出
処
理
に
て
録
画
・
表
示
さ
れ
て
い
る
。
特
に
麻

酔
科
医
局
（
図
４
）
は
、
手
術
室
全
体
の
運
営
を
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
手
術
室
の

「
全
景
・
術
野
・
生
体
」、「
Ｉ
Ｃ
Ｕ
ベ
ッ
ド
」、「
通
路
」、

「
手
術
予
定
表
（
図
５
）」
の
表
示
を
8
面
モ
ニ
タ
ー

で
常
時
表
示
し
て
い
る
。

病
理
映
像
配
信
シ
ス
テ
ム

　

手
術
室
映
像
統
合
管
理
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
高
機

能
術
中
迅
速
診
断
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
行
っ
た
。
病

理
室
に
設
置
さ
れ
た
顕
微
鏡
の
画
面
を
低
遅
延
配
信

装
置
（
カ
リ
ー
ナ
シ
ス
テ
ム
社
製
、A

D
M

EN
IC-

A
N

N
O

T
A

T
O

R

）
か
ら
各
手
術
室
に
設
置
さ
れ
た

映
像
統
合
管
理
用
機
器
へ
、
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
映
像
と

音
声
を
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
て
伝
送
す
る
。

　

病
理
室
か
ら
の
顕
微
鏡
映
像
の
配
信
と
音
声
は
双

方
向
で
会
話
が
可
能
で
あ
り
、
病
理
室
か
ら
は
病
理

画
像
に
書
き
込
み
が
可
能
な
機
能
（
ア
ノ
テ
ー
シ
ョ

ン
機
能
）
を
使
い
な
が
ら
的
確
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
取
れ
る
。
ま
た
、
卓
上
カ
メ
ラ
シ
ス
テ
ム

を
導
入
し
、
肉
眼
所
見
映
像
を
選
択
し
て
送
信
可
能

で
あ
る
。

ま
と
め
と
今
後
の
課
題

　

中
央
手
術
棟
の
建
設
計
画
に
お
い
て
、
手
術
室
20

室
の
運
用
と
共
に
手
術
映
像
シ
ス
テ
ム
も
主
用
途
に

応
じ
た
専
門
性
だ
け
で
な
く
、
高
い
汎
用
性
も
両
立

さ
せ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。
そ
こ
で
、
手
術
映
像

シ
ス
テ
ム
を
構
築
で
き
る
会
社
に
複
数
打
診
し
た

が
、
映
像
装
置
（
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
）
の
構
成
に
よ
っ

て
各
社
方
式
、
設
計
思
想
、
コ
ス
ト
が
大
幅
に
違
っ

た
。
そ
こ
で
、
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
で
は
な
く
運
用
（
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
）を
重
視
し
た
シ
ス
テ
ム
を
検
討
し
た
。

　

先
立
っ
て
導
入
し
て
い
た
Ｇ
Ａ
Ｉ
Ａ
と
連
携
、
手

術
録
画
シ
ス
テ
ム
の
大
学
病
院
で
実
績
、
手
術
室
の

運
用
な
ど
に
詳
し
い
カ
リ
ー
ナ
シ
ス
テ
ム
社
を
中
核

に
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
本
院
の
希

望
に
マ
ッ
チ
し
た
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
が
で

き
た
。

　

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
①
映
像
機
器
メ
ー
カ
ー

毎
に
メ
イ
ン
モ
ニ
タ
ー
の
画
作
り
が
違
う
た
め
同
色

に
な
ら
な
い
が
、１
つ
の
カ
ラ
ー
液
晶
モ
ニ
タ
ー（
Ｅ

Ｉ
Ｚ
Ｏ
社
）
で
各
映
像
機
器
メ
ー
カ
ー
に
対
応
す
る

色
の
再
現
性
の
向
上
、
②
録
画
操
作
用
ワ
イ
ヤ
レ
ス

装
置
・
子
機
ま
た
はiPad

な
ど
で
操
作
が
で
き
る

こ
と
を
希
望
し
て
い
る
。
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中
央
手
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特
に
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と
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。

　

こ
の
原
稿
の
作
成
に
際
し
て
、
日
本
光
電
関
西
株

式
会
社
の
横
山　

勉
氏
、
カ
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ー
ナ
シ
ス
テ
ム
株
式

会
社
の
多
田
政
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氏
、
Ｅ
Ｉ
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Ｏ
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井
上

真
祐
氏
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助
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。
あ
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と
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ご

ざ
い
ま
し
た
。
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。
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。
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。
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６
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。
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。
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２
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。
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11
版
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な
ど
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